
第⼀回地域キャリア教育⽀援協議会
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15時00分〜15時15分 はじめに＆⾃⼰紹介

15時15分〜15時30分 横浜のキャリア教育をめぐる現状と課題

15時30分〜15時55分 ワールドカフェセッション①
〜現状のキャリア教育への問題意識〜

15時55分〜16時20分 ワールドカフェセッション②
〜将来のあるべき姿・ビジョン 費⽤や制約は度外視！〜

16時20分〜16時45分 ワールドカフェセッション③
〜そのために本協議会で集中的に議論されるべきこと〜
⇒今年度の最後に何がアウトプットされていれば成功と⾔えるか？

16時45分〜17時00分 全体共有＆論点整理

17時00分〜17時15分 今後のスケジュール（特に視察と、次回の懇親会について）

第⼀回地域キャリア教育⽀援協議会 タイムライン
〜キャリア教育における、横浜らしい産・学連携の仕組みを⽬指して〜



⽀援協議会設置の⽬的（案）

１．横浜の⼦どもたちの豊かな学びや、より質の⾼い「⾃分づくり教育」を実現していくため
－「横浜市キャリア教育推進プログラム」の作成、配布による企業への啓発活動強化
⇒学校と企業との協働が進みやすいモデル事例、協働ステップ、等の情報発信

３．未来にわたって継続していける、横浜らしい産・学連携の仕組みを構築していくため

２. 学校の「協⼒してほしい」、企業の「協⼒したい」のミスマッチを減らしていくため
－「キャリア教育に関わる教育活動へ協⼒いただける企業⼀覧」のブラッシュアップ、数の充実化
⇒学校への情報提供充実により、学校負担の軽減へ

－学校・地域コーディネーターや、教育委員会、産業界等が、うまく情報共有＆機能し合えるインフラの検討
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上記⽬的達成のために、議事運営の上でのグランドルール
肩書や役職を（なるべく）外して、率直に意⾒を⾔い合う場作りを！



キャリア教育⽀援協議会 運営体制イメージ
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キャリア教育⽀援協議会
（委員12名）

運営事務局
横浜市教育委員会指導企画課

NPO法⼈ETIC.

現地視察
ワーキング
グループA

現地視察
ワーキング
グループB

外部委員

オブザーバー

キャリア教育事例集作成委員会
（指導企画課+教職員）

キャリア教育実践推進ブロック会議
（指導企画課+教職員）

協議会外の教育委員会の取り組み

適宜、
取組経過や
内容の共有

学校地域コーディネーター養成講座
（学校支援・地域連携課）

各エリアでの取り組み
（4⽅⾯別、各学校教育事務所）

・
・
・
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今回の協議会の⼤まかなスケジュール（案）

⽴上げ

ﾘｻｰﾁ
熟議

総括

素案の
吟味

〇第⼀回協議会（本⽇）
・協議会メンバー相互理解
・問題意識のすり合わせ
・ビジョンやゴールのブレスト

〇第⼆回協議会（9⽉）
・既存の取り組みや横浜市のステイ
クホルダーマップの整理
・他都市事例視察に向けて

〇第三回協議会（11⽉）
・他都市事例視察報告
・重点テーマの熟議

〇第四回協議会（1⽉）
・プログラム（案）検討
・来年度の⽅向性検討

〇第五回協議会（3⽉）
・プログラム（案）検討
・来年度の⽅向性検討

〇他都市取組視察（10⽉）
・ワーキンググループA（仙台）
・ワーキンググループB（⼤阪・神⼾）

今年度中に⽬指したい具体的な成果物
〇「横浜市キャリア教育推進プログラム」
＜⾏政編＞＜産業界編＞の初稿完成

〇「キャリア教育に関わる教育活動へ協⼒い
ただける企業⼀覧」の充実化・仕組み化

〇平成28年度以降の取り組み指針



 ⽬的⇒協議会の全体感を掴み、⽅向性を⾒定めていくための導⼊
・参加しているみなさんの問題意識や、互いの取り組み背景について理解する。
・今後の協議会をよりよいものにするために、中⼼的に話し合われるべき論点やテーマを明らかにする。
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ワールドカフェセッションの進め⽅

10年後くらいの
ビジョン

現状

3年後の
ゴール

今年度の
⽬標と成果イメージ

セッション２

セッション１

セッション３

 ルール
・セッション毎に移動しますが産業側と、教育側の⽅が
バランスよく着座するようにしてください。
・動かないでテーブルに居続けるかたは、
テーブルで、どのような話題が上がっていたのかを
セッションが変わる毎に簡単に共有してください。



テーマ１

〜現状のキャリア教育への問題意識〜
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テーマ２

〜将来のあるべき姿・ビジョン・ゴール〜
ビジョン：10年後くらい/ゴール：3年後くらい
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テーマ３

〜そのために本協議会で集中的に議論されるべきこと〜
⇒今年度の最後に何がアウトプットされていれば成功と⾔えるか？


